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2025

３
No.386

広報くまむら
切
り
開
け
！
新
た
な
林
業
の
未
来

読み聞かせグループ「ちびくま」読み聞かせグループ「ちびくま」

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
つながる森林　つながる未来つながる森林　つながる未来

村山 巧弥 さん村山 巧弥 さん
立位テニス PST-2 国内ランキング１位立位テニス PST-2 国内ランキング１位
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紙面の中で日付に年号がないものはすべて「令和７
年」です。また問い合わせなどについて、市外局番
がないものは「0966」です。

３ smile ～輝く球磨人～

４ 立位テニス PST-2 国内ランキング１位
村山 巧弥さん

６ 球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
つながる森林 つながる未来

12 球磨村のわだい

13 球磨村のわだい／
球磨村診療所からの重要なお知らせ

14 令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報

15 高校生等教育支援補助金を支給します／
漏水チェックと水道料金減免制度

16 障害者等福祉手当制度／
野焼きによる火災に注意！

17 防災管理官コラム／地域おこし協力隊通信

18 情報の窓口／戸籍の窓／村税などの納期

19 情報の窓口／４月から各種税や保険料などの
口座振替日を統一します

20 包括だより

22 人権の広場／球磨村公民館図書室

23 陽だまり

24 球磨村社会福祉協議会／青年団だより

25 文芸の広場／村長 Diary

26 休日在宅当番医／こころの相談他／よけまん
拡大版が開催されます ! ／編集後記

27 ３月行事予定・やまびこ号運行表

28 第 28 回球磨村文化祭＆生涯学習フェスティ
バル

３月号の目次
ーＣＯＮＴＥＮＴＳ－

急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。令和２年７月豪雨災
害により甚大な被害を受けました。発災以降、村では渡
地区と一勝地地区の災害公営住宅が完成し、着実に復興
への歩みを進めています。今後も村民の一日も早い生活
再建を第一に取り組んでいきますので復旧・復興を見守
り、ご支援いただければ幸いです。

広報くまむら

くまむら情報発信

公式ウェブサイト

Facebook Instagram X（旧 Twitter）

観光情報サイト
Go-KUMA

災害復旧・復興情報
アーカイブくまむら

　より多くの皆さんに村の情報を知ってもらう
ため、さまざまなツールで情報発信を行ってい
ます。

最新情報を確認
してください

今回、人吉球磨の広報
担当者で「林業」をテ
ーマに、合同特集を行
いました。人吉球磨地
域で従事している皆さ
んや、これからの林業
を担う若者のインタビ
ューを載せています。
特集は６ページから。

今月の
表紙
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一生懸命何かに取り組んでい
る人や楽しんでいる人など、
球磨村で頑張っている人を募
集します。（団体も可）自薦・
他薦は問いません。応募する
場合は、問い合わせください。

問い合わせ　
復興推進課　企画調整係　
☎ (32)1114

　
子
ど
も
た
ち
が
本
と
触
れ
合
う
機
会
を
増
や

し
、
本
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
活
動
を
し
て
い

る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ち
び
く
ま
」
の
皆

さ
ん
（
東
さ
ゆ
り
代
表
）。
現
在
、
12
人
が
所

属
し
て
お
り
、
月
に
１
回
、
球
磨
清
流
学
園
の

児
童
生
徒
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
図
書
館
の
本
の

整
理
、
補
修
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
ご
ろ
か
ら
渡
小
学
校
の
母
親
部
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活

動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
に
正
式
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
。
渡
小
学

校
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２

年
度
か
ら
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
球
磨

清
流
学
園
で
の
読
み
聞
か
せ
に
は
、
球
磨
村
青

年
団
も
参
加
し
ま
し
た
。
東
代
表
は
「
青
年
団

に
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
で

す
。
優
し
い
気
持
ち
に
な
る
よ
う
な
本
を
選
ぶ

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
家
で
も
本
を
た
く
さ
ん

読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
活
動
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
県
優
良
読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
地
域
や
子
ど
も
た

ち
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
に
、
多
年
に
わ

た
っ
て
貢
献
し
た
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
、
東
代
表
は
「
好
き
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し
い
で
す
。
一
人

で
は
活
動
で
ま
せ
ん
の
で
、
み
ん
な
で
い
た
だ

い
た
賞
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
あ
っ
て
こ
そ
、

ち
び
く
ま
と
し
て
現
在
も
活
動
を
続
け
ら
れ
て

い
る
。
今
後
、
活
動
人
数
が
増
え
た
ら
、
他
の

学
年
に
も
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
想
像
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

１ 球磨清流学園の児童生徒へ読み聞
　 かせを行います
２ 令和６年度熊本県優良読書グルー
    プ受賞

１ ２

本に触れ、読書の楽しさを伝えていくVol.34～輝く球磨人～

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

「
ち
び
く
ま
」

写真左から、会員の東
ひがし

さゆりさん、西
にしばやし

林美
み つ る

鶴さん、簑
み の だ

田恵
めぐみ

さん
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村
む ら や ま

山 巧
こ う や

弥 さん
（毎床班出身 /横浜市在住）

【主な戦績】
■ 国際大会
2019 年 　TAP USA OPEN 2019 CategoryA1-2 準優勝
2023 年 　USA Para Standing Tennis Tournament Dallas 2023 PST-2 優勝
2024 年　 US OPEN 2024 para Standing Invitational アジア・日本人初として参加
■国内大会
2021 年 　第２回全日本障がい者立位テニス選手権大会　CategoryA1 準優勝
2022 年　 第２回障がい者立位テニス西日本大会　CategoryA1 準優勝
　　　　　第２回障がい者立位テニス東日本大会　CategoryA1 準優勝
2023 年　 第３回障がい者立位テニス西日本大会　CategoryA1 準優勝
　　　　　第３回障がい者立位テニス東日本大会　CategoryA1 準優勝
2024 年 　第４回全日本障がい者立位テニス選手権大会　PST-2 優勝
　　　　　※国際基準に合わせたクラス分けを採用
　　　　　第４回障がい者立位テニス東日本大会　PST-2 優勝
■日本ランク
JASTA 国内ランキング　PST-2 ランキング１位（ことし１月末時点）

2024 年、 障 が い 者 立 位 テ ニ ス で JASTA 国 内
PST-2 ランキング１位を獲得した村山さんに、立位
テニスに懸ける思いやふるさと球磨村の好きなとこ
ろなどについて伺いました。

立位テニス　PST-2 国内ランキング１位

さらなる高みを
目指して挑戦を続けるー

（28）
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立
位
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
身
体
障
が
い
者
が
車
い
す
を
使
用
せ
ず
、

立
っ
て
行
う
競
技
性
の
高
い
テ
ニ
ス
で
世
界

大
会
も
開
催
さ
れ
る
、
今
注
目
の
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。立
位
テ
ニ
ス
の
普
及
や
研
修
、

強
化
を
目
的
と
し
た
協
会
が
あ
り
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
入
り
や
プ
ロ
競
技
化
を
目
指

し
、
関
東
を
中
心
に
競
技
者
や
支
援
者
を
探

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
練
習
会
は
月
に
４

回
、
大
会
は
年
に
４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
　

　
立
位
テ
ニ
ス
は
、
障
が
い
が
運
動
機
能
に

与
え
る
影
響
度
合
い
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
分
け

さ
れ
て
い
ま
す
。
P
S
T
ー
１・
２
は
、
健

常
者
と
ほ
ぼ
変
ら
ず
早
い
展
開
で
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
た
め
、
驚
か
れ
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
P
S
T
ー
３・
４
か
ら
は
、

車
い
す
テ
ニ
ス
と
同
じ
く
、
返
球
が
２
バ
ウ

ン
ド
ま
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
１
ポ
イ
ン
ト

の
ラ
リ
ー
で
す
ご
く
白
熱
し
た
試
合
が
見
ら

れ
る
た
め
、
一
球
一
球
目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

interview

し
た
。
ス
ト
ロ
ー
ク
や
サ
ー
ブ
す
べ
て
に
お

い
て
見
本
と
な
り
、
人
柄
も
尊
敬
で
き
る
素

晴
ら
し
い
選
手
で
す
。
も
う
１
人
は
松ま

つ
お
か岡

修し
ゅ
う
ぞ
う

造
さ
ん
で
す
。
熱
い
男
が
好
き
で
、
今
後

テ
ニ
ス
関
係
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

　
　
練
習
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
重
視
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
？

　

硬
式
テ
ニ
ス
を
始
め
て
ま
だ
経
験
が
浅

く
、す
べ
て
に
お
い
て
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

体
作
り
は
ほ
ぼ
毎
日
行
う
よ
う
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
仕
事
と
テ
ニ
ス
を
両
立
し
て
い
る

た
め
、
午
前
４
時
30
分
に
起
床
し
、
約
１
時

間
ジ
ム
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
仕
事
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
海
外
遠
征
で
は
、
私
は
１
６
０
㌢
と
体
が

小
さ
く
、
他
の
大
き
い
選
手
た
ち
と
戦
う
た

め
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

週
１
日
は
休
み
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　
　
試
合
に
勝
つ
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
？

　
現
在
、
社
会
人
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
一
般

の
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
パ
ラ
選
手

と
の
試
合
も
大
事
で
す
が
、
私
の
ク
ラ
ス
の

選
手
は
一
般
ク
ラ
ス
と
遜
色
な
い
の
で
、
一

般
の
試
合
に
も
参
加
し
て
技
術
面
や
メ
ン
タ

ル
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
得
意
な

フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
を
生
か
し
て
展
開
を
作
り
、

一
般
の
大
会
で
も
優
勝
で
き
る
よ
う
に
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　
　
国
際
大
会
や
国
内
大
会
を
振
り
返
っ
て

い
か
が
で
し
た
か
？

　
２
年
前
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
国
際

大
会
で
の
優
勝
は「
や
っ
と
獲
れ
た
」と
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
の
全
日
本
大
会
ま

で
は
髙
野
選
手
と
同
じ
ク
ラ
ス
に
出
場
し
、

負
け
て
い
ま
し
た
。
令
和
５
年
に
海
外
で
主

流
と
な
っ
た
ク
ラ
ス
分
け
を
日
本
で
も
令
和

６
年
か
ら
採
用
し
、
髙
野
選
手
と
ク
ラ
ス
が

別
に
な
り
、
国
内
タ
イ
ト
ル
を
獲
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
の
で
、
優
勝
と
国
内
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
は
素
直
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、
今

後
も
負
け
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
ふ
る
さ
と
球
磨
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

ど
こ
で
す
か
？

　
令
和
６
年
12
月
に
帰
省
し
ま
し
た
が
、
や

は
り
空
気
が
お
い
し
く
星
が
き
れ
い
で
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
す
る
と
き
も
周
り
の
景
色
が
い
い

の
で
帰
る
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
も

き
れ
い
で
、
ご
飯
も
お
い
し
い
で
す
し
、
普

段
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
ま
す
が
、
お
酒
も

最
高
で
す
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
目
標
や
抱
負
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

日
本
１
位
を
死
守
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

世
界
１
位
を
取
り
ま
す
。
直
近
で
は
５
月
末

に
日
本
で
、
６
月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

る
国
際
競
技
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
11
月
、
木
村
敬
知
事
を
表

敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
「
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
（
開
拓
者
）。
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
向
け
て
協
力
し
た
い
」
と
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
競
技
人
口
を
増
や
し
た
い
た

め
、
今
後
も
九
州
全
体
の
普
及
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【立位テニスクラス分け】

　
　
立
位
テ
ニ
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
？

　
球
磨
村
で
過
ご
し
た
中
学
・
高
校
生

時
代
に
、
軟
式
テ
ニ
ス
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に
ふ
と
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
し
た
く
な
り
、
好
き

だ
っ
た
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ
を
趣
味
に

で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時
に
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
車
い
す
テ

ニ
ス
を
知
り
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
も
興

味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。
自
分
で
も
輝

け
る
場
所
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
同

年
６
月
頃
に
立
位
テ
ニ
ス
の
練
習
会
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
生
ま
れ

つ
き
、
左
半
身
麻
痺
（
軽
い
脳
梗
塞
）

を
抱
え
て
お
り
、
下
肢
へ
の
負
担
が
大

き
い
た
め
P
S
T
ー
2
の
ク
ラ
ス
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　
憧
れ
の
選
手
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

　
P
S
T
ー
１
ク
ラ
ス
日
本
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
の
髙た

か
の野

健け
ん
い
ち一

選
手
で
す
。
初

め
て
参
加
し
た
練
習
会
に
髙
野
選
手
も

参
加
し
て
お
り
、
初
め
て
プ
レ
ー
姿
を

見
た
と
き
は
、
か
っ
こ
い
い
の
一
言
で
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球磨郡市広報研究協議会合同特集

つながる森林 つながる未来
～あなたも森林を守る一員になりませんか～

▲ 民有林面積の内訳

人
吉
球
磨
の
8
割
は
森
林

　
１
市
４
町
５
村
で
構
成
さ
れ
て

い
る
人
吉
球
磨
地
域
は
、
地
域

の
総
面
積
１
５
３
，
６
５
７
㌶

の
う
ち
、
林
野
面
積
が
１
２
５
，

２
１
４
㌶
と
総
面
積
の
81
㌫
が
森

林
で
す
。

▲ 人工林面積の内訳
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、
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仕
事
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に
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か
せ
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い
も
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で
す
。

Interview
　実家が林業関係の仕事を営んでいたため、幼いときから
林業は身近な存在。いつしか林業への憧れが芽生え、その
道に進むことを決意しました。兄弟で父の仕事を手伝い、
24歳で独立。現在の会社を立ち上げて造林の仕事を中心
に始め、徐々に伐採の依頼も増え、軌道に乗りました。
　林業は常に危険が待ち構えていて、けがや事故の防止の
ため日本各地で講習を受け、安全対策を心掛けています。
人吉球磨地域で弊社のみ導入しているロープワークは、ツ
リークライミングで木に登り、伐採するクライマーと地上
から指示するグランドワーカーの信頼関係があってこそ
作業が成り立ちます。
　さまざまな状態や大きさの木を、試行錯誤しながら思い
どおりに切り倒すことが魅力です。依頼者が諦めかけてい
た木を伐採し、喜んでもらえたときはうれしいですね。林
業を通じて知り合った別の会社の仲間と一緒に仕事をす
る機会も多く、助け合って仕事ができることも魅力です。
　人吉球磨には林業の会社が多くあり、自然を守るために
さまざまな努力をしています。楽しくやりがいのあるかっ
こいい仕事を私たちと一緒にしてみませんか。

▲ グランドワーカーと確認しながら安全に作業する

人吉球磨地域の林業に従事する皆さんに、仕事の魅力を聞きました。

　大学卒業後、さまざまな出会いを通じて山に目を向ける
ようになり、林業大学校に入学し、林業についてのノウハ
ウを学びました。卒業後は地元で働きたい気持ちがあり、
弊社に入社し、植林や間伐など木を植え育てることに情熱
を注いでいます。
　林業の魅力は、何と言っても自然の中で体を動かし、健
康的に働けることです。春には新緑の息吹を感じ、夏には
木陰の涼しさに癒されるなど、四季折々の変化を肌で感じ
ながら、山の中でストレスなく仕事ができます。森林は、
私たちの生活に必要な木材となるだけでなく、土砂災害の
防止、空気を浄化する役割などがあります。森の整備を通
して地域に貢献できることも大きなやりがいです。
　仕事では、昼休みにコーヒーを入れたり、プチキャンプ
をしたりとリフレッシュもできます。残業もなく、家族や
友人との時間を大切にしながら、自然の中で心身ともにリ
フレッシュできる。そんな充実したライフスタイルを送る
ことができることは、林業の大きな魅力です。
　自然の中で働き、地域に貢献できる林業。私と一緒に、
緑豊かな未来を築きませんか。

▲ ドローンを使い、シカの食害防護柵の材料を運搬

合同会社 木
こ び と や

人舎

城
しろもと

本 幸
ゆきのり

慶 さん（26 = 相良村）

森林や林業の持続可能性を確保
するための事業を行う。大型ド
ローンを県内でもいち早く導入
するなどして、スマート林業も推
進。

大型ドローンの導入で
スマート林業を推進

私たちが林業を支えています

株式会社 黒木山業
代表取締役

黒
く ろ き

木 貴
たかみち

道 さん（38＝多良木町）

平成24 年（2012 年）に会社を
設立。５人の従業員とともに、九
州を中心に特殊伐採をメインに
事業を展開する。モットーは「切
れない木はない」。

切れない木はない

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

参照：熊本県林業統計要覧（令和４年度版）

生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林

　
森
林
に
は
、
木
材
の
生
産
や
水

源
の
養
成
、
国
土
の
安
全
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活

に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

貢
献
に
期
待
が
高
ま
り
、
森
林
の

整
備
や
保
全
が
林
業
の
重
要
な
役

割
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　古くから森林に恵まれ、林業が盛んだった人吉球磨。近
年、林業を取り巻く環境は大きく変化しています。長い年月
をかけて人々の暮らしを支えてきた林業。その歴史と伝統
を受け継ぎ、新たな時代を切り開こうとする若者たちの熱
い思いに迫ります。
　林業の今と未来ー。仕事内容など、昔とは大きく変わった
林業を取り巻く環境を詳しく見ていきましょう。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上
村・相良村・五木村・山江村・球磨村・あさぎり町
の広報担当者が協力して作りました。
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道に進むことを決意しました。兄弟で父の仕事を手伝い、
24歳で独立。現在の会社を立ち上げて造林の仕事を中心
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こいい仕事を私たちと一緒にしてみませんか。
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人吉球磨地域の林業に従事する皆さんに、仕事の魅力を聞きました。

　大学卒業後、さまざまな出会いを通じて山に目を向ける
ようになり、林業大学校に入学し、林業についてのノウハ
ウを学びました。卒業後は地元で働きたい気持ちがあり、
弊社に入社し、植林や間伐など木を植え育てることに情熱
を注いでいます。
　林業の魅力は、何と言っても自然の中で体を動かし、健
康的に働けることです。春には新緑の息吹を感じ、夏には
木陰の涼しさに癒されるなど、四季折々の変化を肌で感じ
ながら、山の中でストレスなく仕事ができます。森林は、
私たちの生活に必要な木材となるだけでなく、土砂災害の
防止、空気を浄化する役割などがあります。森の整備を通
して地域に貢献できることも大きなやりがいです。
　仕事では、昼休みにコーヒーを入れたり、プチキャンプ
をしたりとリフレッシュもできます。残業もなく、家族や
友人との時間を大切にしながら、自然の中で心身ともにリ
フレッシュできる。そんな充実したライフスタイルを送る
ことができることは、林業の大きな魅力です。
　自然の中で働き、地域に貢献できる林業。私と一緒に、
緑豊かな未来を築きませんか。

▲ ドローンを使い、シカの食害防護柵の材料を運搬
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するための事業を行う。大型ド
ローンを県内でもいち早く導入
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私たちが林業を支えています

株式会社 黒木山業
代表取締役
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道 さん（38＝多良木町）

平成24 年（2012 年）に会社を
設立。５人の従業員とともに、九
州を中心に特殊伐採をメインに
事業を展開する。モットーは「切
れない木はない」。

切れない木はない
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林
業
を
専
攻
し
た
理
由

中
原
　
入
学
時
は
農
業
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
生
の
と
き

に
「
Wウ

ッ

ド

O
O
D 

Jジ
ョ

ブ
O
B
！
　
～
神
去

な
あ
な
あ
日
常
～
」
と
い
う
映
画
を
見

て
林
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、

林
業
コ
ー
ス
に
進
学
し
て
い
る
兄
か
ら

「
楽
し
い
よ
」と
言
わ
れ
、選
び
ま
し
た
。

犬
童
　
父
が
山
師
、
母
が
林
木
の
加
工

場
に
務
め
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
父

の
現
場
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
働
く
姿
が
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

林
業
へ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

総合農業科環境コース林業専攻３年

犬
いんどう

童 隆
りゅうほう

峰  さん（多良木町）

総合農業科環境コース林業専攻３年

中
なかはら

原 有
ゆ き

規 さん（人吉市）

南
稜
高
等
高
校

林
業
大
学
校

く
ま
も
と×

桒
くわはら

原 竜
りゅうせい

誠  さん
（19 = 錦町）

桧
ひ や ま

山 拓
た く み

洋 さん
（34 = 愛知県）

印
象
に
残
っ
て
い
る
実
習

中
原
　
毎
年
１
月
に
あ
る
、
ジ
ビ
エ
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
思
い
出
深
い
で
す
。

猟
友
会
の
人
と
一
緒
に
わ
な
を
仕
掛
け

て
捕
ま
え
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
食
材

に
、
み
ん
な
で
朝
か
ら
準
備
し
て
食
べ

る
の
は
楽
し
く
、
命
の
大
切
さ
も
感
じ

な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

犬
童
　
演
習
林
で
の
間
伐
の
実
習
が
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路

中
原
　
先
輩
が
林
大
に
進
学
し
て
い

て
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
即
戦
力
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、

進
学
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
親
や
親

戚
な
ど
か
ら
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
姉

が
「
し
た
い
こ
と
を
し
た
ら
い
い
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
は
周
り

も
説
得
し
て
く
れ
た
の
で
、
夢
に
向
け

て
林
大
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

犬
童
　
卒
業
後
、
林
業
に
携
わ
る
仕
事

へ
就
職
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

生
の
春
に
林
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
林
大

へ
進
学
し
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
ま
し
た
。

未
来
の
林
業
を
担
う
人
材
に

中
原
　
木
が
倒
れ
た
と
き
の
達
成
感
が

好
き
で
、
林
大
で
は
高
校
の
実
習
よ
り

も
大
き
な
木
を
切
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
少
な
い
職
場
で

す
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
多
く
の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

犬
童

　体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
重
機
な
ど
の
機
械
を
扱
う
実
習
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
在
学
中
に
多
く

の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球

磨
の
林
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

に
な
り
た
い
で
す
。

人吉球磨で林業を学ぶ若者たち

林
業
を
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
に

桧
山
　
愛
知
県
で
育
ち
ま
し
た
が
、
幼

少
期
は
人
吉
市
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
、
将
来
は
人
吉
球
磨
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
林
業
か
半
導
体
分

野
へ
進
む
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
叔
父

が
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
未
経
験
か
ら
で
も
学
べ
る
林
大
へ

の
入
校
を
決
め
ま
し
た
。

桒
原
　
中
学
生
の
頃
に
林
業
を
知
り
、

南
稜
高
校
で
学
ぶ
な
か
で
興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。
実
習
で
伐
採
し
た
こ
と
が

楽
し
い
こ
と
、
担
任
の
先
生
に
林
業
の

面
白
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

林
業
の
道
に
進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

林
業
の
仕
事
を
す
る
に
は
、
資
格
を
取

得
し
て
現
場
に
出
た
ほ
う
が
い
い
の
で

林
大
を
選
び
ま
し
た
。

※林業大学校＝林大

現
場
で
即
戦
力
を
養
成

桧
山
　
林
業
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

座
学
と
実
習
で
学
べ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
木
は
、
呼
吸
を
し
な
が
ら
光
合
成
を

行
う
が
、
高
齢
化
し
生
長
量
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
、
光
合
成
の
力
が
弱
ま
っ

て
い
く
。
年
数
が
た
つ
と
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
」
な
ど
、
木
が
大
き
く
育
っ
た
か
ら

伐
採
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
の
環
境
な
ど
も
考
慮
し

て
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
在
学
中
に
多
く
の
資
格
を
取
れ
る
の

林
業
を
な
り
わ
い
に

桧
山

　ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
人
吉
球
磨
で
林

業
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
で
決
め
た
夢
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

桒
原
　
林
大
の
実
習
で
は
木
を
た
く
さ

ん
伐
採
で
き
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
多

く
の
実
務
経
験
を
積
み
、
取
得
で
き
て

い
な
い
資
格
を
取
得
し
て
林
業
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

　球磨郡あさぎり町にある高校。総合農業科では、体験活動を中心と
した学習を通し、命を育て生かしていくための知識や技術、自然と調
和した暮らしについて学びます。
　２年次は「動物」「植物」「環境」の３つのコース、３年次にはさらに
学びを深めたい「畜産」「作物」「園芸」「林業」「農業土木」の５専攻から
選択できます。専門性を生かした校外活動にも積極的に取り組み、社
会のあらゆる場面で活躍できるスペシャリストの育成を目指します。

熊本県立南稜高等学校 総合農業科
　熊本県が運営する大学校で県北・県南の2 校を開校。
県南校は五木村にあり、林業に必要な技術と現場力を身
につけて、次世代をリードする林業の担い手の確保や育
成を図ります。
　毎年８月ごろには、くまもと林業大学校オープンキャ
ンパスが行われています。詳しくは、県農林水産部森林局
林業振興課（☎096-333-2444）へお尋ねください。
　

くまもと林業大学校

▲ ホームページ

で
、
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
働
け
る

こ
と
も
魅
力
で
す
。

桒
原
　
入
校
し
て
す
ぐ
は
座
学
ば
か
り

で
き
つ
か
っ
た
で
す
。
６
月
か
ら
は
下

刈
り
の
実
習
で
し
た
が
、
暑
さ
と
斜
面

で
の
作
業
で
大
変
で
し
た
。
た
だ
、
年

齢
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
楽
し
い
で
す
。
高
校
で
も
伐
採

を
す
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
工

制
作
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
大
学
校
で
は

現
場
に
慣
れ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
伐
採

さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

▲ ホームページ

▲ チェンソーによる伐木等特別教育

▲ 丸太を積み込む実習

▲ TikTok

人吉球磨地域には、林業従事者を育てる 2 つの学校があります。そこに通
う若者に、どんなことを学んでいるかインタビューしました
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林
業
を
専
攻
し
た
理
由

中
原
　
入
学
時
は
農
業
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
生
の
と
き

に
「
Wウ

ッ

ド

O
O
D 

Jジ
ョ

ブ
O
B
！
　
～
神
去

な
あ
な
あ
日
常
～
」
と
い
う
映
画
を
見

て
林
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、

林
業
コ
ー
ス
に
進
学
し
て
い
る
兄
か
ら

「
楽
し
い
よ
」と
言
わ
れ
、選
び
ま
し
た
。

犬
童
　
父
が
山
師
、
母
が
林
木
の
加
工

場
に
務
め
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
父

の
現
場
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
働
く
姿
が
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

林
業
へ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

総合農業科環境コース林業専攻３年

犬
いんどう

童 隆
りゅうほう

峰  さん（多良木町）

総合農業科環境コース林業専攻３年

中
なかはら

原 有
ゆ き

規 さん（人吉市）

南
稜
高
等
高
校

林
業
大
学
校

く
ま
も
と×

桒
くわはら

原 竜
りゅうせい

誠  さん
（19 = 錦町）

桧
ひ や ま

山 拓
た く み

洋 さん
（34 = 愛知県）

印
象
に
残
っ
て
い
る
実
習

中
原
　
毎
年
１
月
に
あ
る
、
ジ
ビ
エ
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
思
い
出
深
い
で
す
。

猟
友
会
の
人
と
一
緒
に
わ
な
を
仕
掛
け

て
捕
ま
え
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
食
材

に
、
み
ん
な
で
朝
か
ら
準
備
し
て
食
べ

る
の
は
楽
し
く
、
命
の
大
切
さ
も
感
じ

な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

犬
童
　
演
習
林
で
の
間
伐
の
実
習
が
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路

中
原
　
先
輩
が
林
大
に
進
学
し
て
い

て
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
即
戦
力
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、

進
学
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
親
や
親

戚
な
ど
か
ら
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
姉

が
「
し
た
い
こ
と
を
し
た
ら
い
い
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
は
周
り

も
説
得
し
て
く
れ
た
の
で
、
夢
に
向
け

て
林
大
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

犬
童
　
卒
業
後
、
林
業
に
携
わ
る
仕
事

へ
就
職
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

生
の
春
に
林
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
林
大

へ
進
学
し
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
ま
し
た
。

未
来
の
林
業
を
担
う
人
材
に

中
原
　
木
が
倒
れ
た
と
き
の
達
成
感
が

好
き
で
、
林
大
で
は
高
校
の
実
習
よ
り

も
大
き
な
木
を
切
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
少
な
い
職
場
で

す
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
多
く
の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

犬
童

　体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
重
機
な
ど
の
機
械
を
扱
う
実
習
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
在
学
中
に
多
く

の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球

磨
の
林
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

に
な
り
た
い
で
す
。

人吉球磨で林業を学ぶ若者たち

林
業
を
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
に

桧
山
　
愛
知
県
で
育
ち
ま
し
た
が
、
幼

少
期
は
人
吉
市
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
、
将
来
は
人
吉
球
磨
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
林
業
か
半
導
体
分

野
へ
進
む
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
叔
父

が
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
未
経
験
か
ら
で
も
学
べ
る
林
大
へ

の
入
校
を
決
め
ま
し
た
。

桒
原
　
中
学
生
の
頃
に
林
業
を
知
り
、

南
稜
高
校
で
学
ぶ
な
か
で
興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。
実
習
で
伐
採
し
た
こ
と
が

楽
し
い
こ
と
、
担
任
の
先
生
に
林
業
の

面
白
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

林
業
の
道
に
進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

林
業
の
仕
事
を
す
る
に
は
、
資
格
を
取

得
し
て
現
場
に
出
た
ほ
う
が
い
い
の
で

林
大
を
選
び
ま
し
た
。

※林業大学校＝林大

現
場
で
即
戦
力
を
養
成

桧
山
　
林
業
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

座
学
と
実
習
で
学
べ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
木
は
、
呼
吸
を
し
な
が
ら
光
合
成
を

行
う
が
、
高
齢
化
し
生
長
量
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
、
光
合
成
の
力
が
弱
ま
っ

て
い
く
。
年
数
が
た
つ
と
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
」
な
ど
、
木
が
大
き
く
育
っ
た
か
ら

伐
採
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
の
環
境
な
ど
も
考
慮
し

て
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　
在
学
中
に
多
く
の
資
格
を
取
れ
る
の

林
業
を
な
り
わ
い
に

桧
山

　ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
人
吉
球
磨
で
林

業
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
自
分
で
決
め
た
夢
を
叶
え
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

桒
原
　
林
大
の
実
習
で
は
木
を
た
く
さ

ん
伐
採
で
き
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
多

く
の
実
務
経
験
を
積
み
、
取
得
で
き
て

い
な
い
資
格
を
取
得
し
て
林
業
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

　球磨郡あさぎり町にある高校。総合農業科では、体験活動を中心と
した学習を通し、命を育て生かしていくための知識や技術、自然と調
和した暮らしについて学びます。
　２年次は「動物」「植物」「環境」の３つのコース、３年次にはさらに
学びを深めたい「畜産」「作物」「園芸」「林業」「農業土木」の５専攻から
選択できます。専門性を生かした校外活動にも積極的に取り組み、社
会のあらゆる場面で活躍できるスペシャリストの育成を目指します。

熊本県立南稜高等学校 総合農業科
　熊本県が運営する大学校で県北・県南の2 校を開校。
県南校は五木村にあり、林業に必要な技術と現場力を身
につけて、次世代をリードする林業の担い手の確保や育
成を図ります。
　毎年８月ごろには、くまもと林業大学校オープンキャ
ンパスが行われています。詳しくは、県農林水産部森林局
林業振興課（☎096-333-2444）へお尋ねください。
　

くまもと林業大学校

▲ ホームページ

で
、
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
働
け
る

こ
と
も
魅
力
で
す
。

桒
原
　
入
校
し
て
す
ぐ
は
座
学
ば
か
り

で
き
つ
か
っ
た
で
す
。
６
月
か
ら
は
下

刈
り
の
実
習
で
し
た
が
、
暑
さ
と
斜
面

で
の
作
業
で
大
変
で
し
た
。
た
だ
、
年

齢
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
楽
し
い
で
す
。
高
校
で
も
伐
採

を
す
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
木
工

制
作
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
大
学
校
で
は

現
場
に
慣
れ
る
た
め
、
ど
ん
ど
ん
伐
採

さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。

▲ ホームページ

▲ チェンソーによる伐木等特別教育

▲ 丸太を積み込む実習

▲ TikTok

人吉球磨地域には、林業従事者を育てる 2 つの学校があります。そこに通
う若者に、どんなことを学んでいるかインタビューしました
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近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
作

業
の
変
革
を
図
る
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
業
分
野
で
の
D
X
化
は
、

森
林
調
査
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、

従
来
、
人
の
手
で
行
っ
て
き
た
仕

事
を
効
率
化
し
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
や
、
重
労
働
や
危
険
が

伴
う
作
業
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安

全
な
作
業
環
境
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
創
出
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
D
X
の

実
現
に
つ
な
が
る
「
ス
マ
ー
ト
林

人吉球磨の林業もスマート化！

未
来
を
開
く
革
新（
D
X
化
）

林業の最先端 ～デジタル化で林業の推進へ～

◆ スマート林業のメリット

・高齢化と人材不足の解消
　大人数で手作業で行っていた作業を大型の機械な
どを使用すれば1人でできるようになります。
・生産性の向上
　作業の効率化や省力化が実現し、生産性の向上に
つながります。
・安全性の向上
　危険な作業をロボットやドローンに任せること
で、作業員の安全確保に貢献します。
・森林管理の最適化
　ドローンなどで収集したデータを分析すること
で、森林の状況を正確に把握し、最適な管理計画を立
てることができます。

私
た
ち
の
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
ー

業
」は
、情
報
通
信
技
術
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の

林
業
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
費

用
の
負
担
、
情
報
格
差
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

克
服
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
関
係
者
間
の
連
携
と
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。

　
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
吉
球
磨
地
域
で
も
、
林
業
の

D
X
化
は
地
域
の
活
性
化
や
持

続
可
能
な
森
林
経
営
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ ドローンを使用した森林調査や造林作業

　森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

森
は
き
れ
い
な
水
を
育
み
、
空
気
を
浄

化
し
、
災
害
か
ら
も
私
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

　人
吉
球
磨
地
域
の
安
全
安
心
を
守

り
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
に
は
、「
木
を
切
っ
て
、
木

材
と
し
て
使
っ
て
、
切
っ
た
後
に
は
植

栽
を
し
、
森
林
を
育
て
る
」
と
い
う
循

環
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　い
ま
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
て

い
く
若
者
が
人
吉
球
磨
に
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
森
を
守
り
、
育
て
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
使
命
を

持
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　若
い
林
業
従
事
者
が
伝
え
て
く
れ
た

豊
か
な
森
林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に

つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
森
の
魅

力
に
気
づ
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り

す
る
こ
と
、
ま
た
、
紙
や
木
材
を
大
切

に
使
う
こ
と
で
私
た
ち
も
木
を
守
り
、

森
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
小

さ
な
行
動
が
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
ま

す
。

▲ 画像解析ソフトを使った森林環境モニタリング

▲ 大型の機械を使用した伐木・造材・搬出作業

　
近
年
人
吉
球
磨
地
域
の
林
業
の

現
場
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
手
不

足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
と
い
う
D
X

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
ま
ず
植
林
な

ど
の
造
林
作
業
へ
の
大
型
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人

が
容
易
に
入
れ
な
い
険
し
い
山
地

で
も
効
率
的
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
手
も
そ
こ
ま
で
必

要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に

有
効
な
も
の
で
す
。
伐
木
な
ど
を

伴
う
造
林
の
場
合
は
、
大
型
の
専

門
機
械
を
導
入
す
る
会
社
が
増
え

人
材
不
足
解
消
の
一
翼
を

担
う
ス
マ
ー
ト
林
業

て
き
て
い
ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
作

業
に
比
べ
て
大
幅
な
効
率
化
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
次
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
森
林

管
理
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
森
林
の
構

造
を
把
握
す
る
た
め
に
小
型
の
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
画
像
解
析
ソ
フ

ト
「
Kく

み

き

U
M
I
K
I
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
森
林
の
解
析
調
査
を

行
い
ま
す
。
森
林
の
状
態
を
詳
細
に

把
握
で
き
、
よ
り
効
果
的
な
森
林
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ス
マ
ー
ト
林
業
は
、
最
新
技
術
を

駆
使
し
て
林
業
の
生
産
性
を
高
め
、

人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
今
後
も
技
術
の
進
化

と
と
も
に
、
県
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
人
吉
球
磨
の
林
業
振
興
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

熊本県県南広域本部
球磨地域振興局　農林部　林務課長

小
こ ざ き

﨑　ジュン さん）

人吉球磨地域でのスマート林業の取り組み状況を県の担当者に聞きました。

デジタル技術を活用したスマート林業は、これまでの林業のあり方に大きな変化
をもたらしています。



　
近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
作

業
の
変
革
を
図
る
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
林
業
分
野
で
の
D
X
化
は
、

森
林
調
査
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、

従
来
、
人
の
手
で
行
っ
て
き
た
仕

事
を
効
率
化
し
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
や
、
重
労
働
や
危
険
が

伴
う
作
業
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安

全
な
作
業
環
境
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
創
出
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
D
X
の

実
現
に
つ
な
が
る
「
ス
マ
ー
ト
林

人吉球磨の林業もスマート化！

未
来
を
開
く
革
新（
D
X
化
）

林業の最先端 ～デジタル化で林業の推進へ～

◆ スマート林業のメリット

・高齢化と人材不足の解消
　大人数で手作業で行っていた作業を大型の機械な
どを使用すれば1人でできるようになります。
・生産性の向上
　作業の効率化や省力化が実現し、生産性の向上に
つながります。
・安全性の向上
　危険な作業をロボットやドローンに任せること
で、作業員の安全確保に貢献します。
・森林管理の最適化
　ドローンなどで収集したデータを分析すること
で、森林の状況を正確に把握し、最適な管理計画を立
てることができます。

私
た
ち
の
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
ー

業
」は
、情
報
通
信
技
術
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の

林
業
の
あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
費

用
の
負
担
、
情
報
格
差
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

克
服
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
関
係
者
間
の
連
携
と
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。

　
人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
吉
球
磨
地
域
で
も
、
林
業
の

D
X
化
は
地
域
の
活
性
化
や
持

続
可
能
な
森
林
経
営
に
貢
献
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲ ドローンを使用した森林調査や造林作業

　森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

森
は
き
れ
い
な
水
を
育
み
、
空
気
を
浄

化
し
、
災
害
か
ら
も
私
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。

　人
吉
球
磨
地
域
の
安
全
安
心
を
守

り
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
に
は
、「
木
を
切
っ
て
、
木

材
と
し
て
使
っ
て
、
切
っ
た
後
に
は
植

栽
を
し
、
森
林
を
育
て
る
」
と
い
う
循

環
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　い
ま
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
て

い
く
若
者
が
人
吉
球
磨
に
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
森
を
守
り
、
育
て
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
使
命
を

持
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　若
い
林
業
従
事
者
が
伝
え
て
く
れ
た

豊
か
な
森
林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に

つ
な
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
森
の
魅

力
に
気
づ
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り

す
る
こ
と
、
ま
た
、
紙
や
木
材
を
大
切

に
使
う
こ
と
で
私
た
ち
も
木
を
守
り
、

森
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
小

さ
な
行
動
が
森
林
を
未
来
へ
つ
な
ぎ
ま

す
。

▲ 画像解析ソフトを使った森林環境モニタリング

▲ 大型の機械を使用した伐木・造材・搬出作業

　
近
年
人
吉
球
磨
地
域
の
林
業
の

現
場
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
手
不

足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
と
い
う
D
X

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
具
体
例
と
し
て
、
ま
ず
植
林
な

ど
の
造
林
作
業
へ
の
大
型
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人

が
容
易
に
入
れ
な
い
険
し
い
山
地

で
も
効
率
的
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
手
も
そ
こ
ま
で
必

要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に

有
効
な
も
の
で
す
。
伐
木
な
ど
を

伴
う
造
林
の
場
合
は
、
大
型
の
専

門
機
械
を
導
入
す
る
会
社
が
増
え

人
材
不
足
解
消
の
一
翼
を

担
う
ス
マ
ー
ト
林
業

て
き
て
い
ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
作

業
に
比
べ
て
大
幅
な
効
率
化
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
次
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
森
林

管
理
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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熊本県県南広域本部
球磨地域振興局　農林部　林務課長

小
こ ざ き

﨑　ジュン さん）

人吉球磨地域でのスマート林業の取り組み状況を県の担当者に聞きました。

デジタル技術を活用したスマート林業は、これまでの林業のあり方に大きな変化
をもたらしています。
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　１月 24 日、球磨村文化協会のパッチワークサー
クル（友

ともじり
尻秀

ひ で こ
子代表）が、ことしの春に球磨清流学

園の新１年生となる８人にむけて、ナップサックと
コップ入れを村山茂校長に
手渡しました。一つ一つに
心が込められた入学のお祝
いメッセージが添えられて
いました。

楽しい学校生活を送ってね
パッチワークサークルが新１年生へ寄贈

受け取る村山校長（写真中央）

　１月 21 日、松谷村長が球磨清流学園８年生へ豪
雨災害当時の状況や復興まちづくり計画になどにつ
いて講話をしました。
　生徒からは「地震の対策について行っていること
はありますか」と質問がありました。また、村の課
題として人口減少対策をあげ、生徒からは「村内で
仕事ができるところを増やしたらどうか」と提案が
ありました。

一緒に村の未来を考える
球磨清流学園８年生ふるさと講話

豪雨災害について話しました

　２月３日の節分の日に合わせて、こがね保育園で
は豆まきが行われました。
　園児たちは、クイズや巻物シアターで節分を学ん
だ後、みんなの心の中にいる悪い鬼を追い払いまし
た。紙テープや花紙などで手作りした鬼のお面を被
り、豆に見立てたお手玉を大きな鬼に向かって「鬼
は～外」と投げ、「好き嫌い鬼」や「夜更かし鬼」
などを退治しました。

悪い鬼をやっつけろ！
こがね保育園節分

手作りのお面で豆まき

　１月 20 日～ 29 日の間、株式会社グルーヴノー
ツの田

た ぐ ち

口甲
か い

斐さんが球磨清流学園前期課程の児童を
対象に、プログラミングにおける論理的思考を身に
付ける授業を行い、児童はタブレット端末を使い、
デザインやプログラミングの組み立て方などを学び
ました。５～６年生は３D 空間でプログラミングを
活用し、自動で壁を作るなど自分が考えた家を造り
ました。

論理的思考力や創造力の向上に
球磨清流学園前期課程プログラミング授業

プログラミングを楽しく学ぶ１～６年生
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球磨村のわだい

　２月８日、第 16 回関西カワセミ会の総会が京都
府京都市南区の都ホテル京都八条で開催され、会長
の伊

い と う
藤弘

ひ ろ こ
子さんをはじめ、会員や村議会議員など

25 人が出席しました。
　総会後の懇親会では、近況報告や思い出話でふる
さとを懐かしみました。また、「球磨焼酎一勝地」
や「梨ジャム」などの特産品が当たる抽選会や「乾
燥どんこ」、「ぬか漬け」などの販売会もありました。

ふるさと球磨村を応援
第 16 回関西カワセミ会総会

関西カワセミ会に参加された皆さん

　２月５日、「くまもと教育の日 in くまむら」が球
磨清流学園北校舎体育館で行われ、ちょんまげ隊ツ
ンさんでお馴染みの角

つ の だ

田寛
ひ ろ か ず

和さんが、１～４年生に
「福島の今と球磨村の今」をテーマに講演しました。
４年生の山

や ま な み

並蓮
れ ん

君は「復興支援映画 M
マ ー チ

ARCH を見て、
福島の人たちの真剣に向き合う姿に感動した。これ
からは、ボランティアを行い、困っている人がいた
ら助けてあげたい」とお礼の言葉を述べました。

それでもあきらめない
くまもと教育の日 in くまむら

角田さんの講演を真剣に聞く児童

４月からの診療体制
■ 診療日　　
 　月曜日～土曜日
■ 休診日　　
　 日曜日、祝日、毎月第１・３月曜日
■ 診療時間　
　 平日：午前８時 30 分～午後５時 30 分
 　土曜日：午前８時 30 分～正午

　広報くまむら令和６年 12 月号で「４月からの診療体制の変更」をお知らせし
ていましたが、医療法人内の調整の結果、橋

はしぐち
口治

おさむ
院長はこれまでどおり、球磨村

診療所院長として診療にあたります。
　４月から１年間、皆さんの力になれるよう頑張っていきます。

問い合わせ　球磨村診療所　☎ (32)0377

球磨村診療所 重要からの なお知らせ
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令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興情報
■ 球磨川流域橋梁（松本橋、相良橋）の橋桁架設に着手しました
　令和２年７月豪雨で被災した松本橋と相良橋の２橋について、クレーンベルト架設工法を使った橋桁の架
設に着手しました。

松本橋（橋長 146m） 相良橋（橋長 235m）

１月末時点 １月末時点

問い合わせ　建設課　復興整備係　☎（32）1116

■ 林道大槻大岩線のすべての工事が完了しました
　令和２年７月豪雨で被災した、林道大槻大岩線の大槻地区から大岩地区間の工事がすべて完了しました。

被災後 工事完了後

被災後 工事完了後

問い合わせ　建設課　工務係　☎（32）1116
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高校生等教育支援補助金を支給します

問い合わせ　教育委員会　学校教育係　☎ (32)1117

　村内に居住している高校生などの保護者の経済的負担の軽減を図り、球磨村の将来を担う人材育成や切れ
目ない子育て支援を実施するため、「高校生等教育支援補助金」を支給します。

補助対象者　
次の①、②どちらとも満たす者
①球磨村に居住し、現在、高等学校などに在籍し
　ている生徒の保護者
②村税などに滞納がない人

申し込み期間　
３月 13 日㈭まで

補助金の額　
　高等学校などに在籍している生徒１人あたり、
月額 5,000 円上限（年額 60,000 円上限）

　詳しくは、村公式ウェブ
サイトをご覧いただくか、
お問い合わせください。

補助対象の高等学校などの在籍期間　
令和６年４月１日～令和７年３月 31 日㈪

漏水チェックと水道料金減免制度
■宅地内漏水
　漏水を放置すると「貴重な水」が無駄になるだけ
でなく、水道料金にも影響が出てしまい、高額な水
道料金を支払わなければなりません。村では毎月の
検針のときに配布している「使用水量のお知らせ」
をご確認ください。
　水の使い方は変わらないのに、前回の検針に比べ
て急に使用水量が増えたときは、漏水の恐れがあり
ます。漏水の発見は水道メーターで簡単に確認する
ことができるため、定期的に点検を行うようにしま
しょう。
　なお、漏水修繕工事を行う場合は、村指定給水装
置工事業者へ依頼してください。指定業者以外で
行った場合は、減免ができません。

■漏水減免の申請
　宅地内で漏水が発生した場合は、村指定給水装置
工事業者へ依頼するとともに、建設課へ連絡してく
ださい。
　減免対象であることを確認した後に、水道事業納
入金減免申請書を渡すので、写真（修繕前と修繕後
の様子が分かるもの）と修繕費用の領収書の写しを
付けて建設課へ申請してください。申請後に、減免
の金額を使用者に通知します。
※漏水修理などに関わる費用は、全額使用者の負担
　となります。（村営住宅などは、総務課へ連絡い
　ただき、協議をお願いします）

【漏水チェックの方法】 
①水道の蛇口を全部閉めます。 
②水道メーターのパイロット部分（写真〇印）をしばらく見て、回転し
　ているかどうかを確認してください。 
③パイロットが回転するようなら、漏水している可能性があります。

問い合わせ　建設課　工務係　☎（32）1116

村簡易水道加入
の皆さんへ
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特別障害者手当

　身体または知的・精神に重度の
障害があり、日常生活で常に特別
の介護を必要とする 20歳以上の
在宅の人に対して支給されます。
　ただし、身体障害者福祉法など
に定める施設に入所している人、
病院または診療所に３カ月を超え
て入院している人には支給されま
せん。

月額　29,590 円月額　29,590 円
（所得による支給制限があります）（所得による支給制限があります）

○２月、５月、８月、11月にそ
　れぞれ前月までの３カ月分を支給。
○原則、診断書をもとに障害の状
　態を審査します。

問い合わせ　保健福祉課　福祉係　☎ (32)1112

障害者等福祉手当には次の３つの種類があります。

障害者等福祉手当制度

※月額は令和７年度の金額です

障害児福祉手当

　身体または知的・精神に重度の
障害があり、日常生活で常に介護
を必要とする 20歳未満の在宅の
人に対し支給されます。
　ただし、児童福祉法などに定め
る施設に入所しているか、または
障害を支給事由とする給付（障害
年金など）で政令で定めるものを
受給している人には、支給されま
せん。

月額　16,100 円月額　16,100 円
（所得による支給制限があります）（所得による支給制限があります）

○２月、５月、８月、11月にそ
　れぞれ前月までの３カ月分を支給。
○原則、診断書をもとに障害の状
　態を審査します。

特別児童扶養手当

　20歳未満で、身体または知的・
精神に中度以上の障害がある児童
を養育している父か母、または父
母に代わって養育している人に支
給されます。
　ただし、対象児童が児童福祉施
設などの施設に入所している場合
や、障害を支給事由とする年金を
受給している場合は支給されません。

１級　月額　56,800 円１級　月額　56,800 円
２級　月額　37,830 円２級　月額　37,830 円

（所得による支給制限があります）（所得による支給制限があります）
○原則、診断書をもとに障害の状
　態を審査します。

野焼きによる火災に注意！

　風が強い日に、目を離している間や火が消えただろうと思いその場を離れた後などに火災が発生
しています。野焼きは、火が建物に延焼したり、慌てて消化しようとしてやけどを負うといった危
険性があります。焼却をするときは、注意し、火の用心をお願いします。

野焼きが原因とみられる火災が発生しています！

春の全国火災予防運動
３月１日㈯ ～７日㈮

野焼きは次のものなどを除き、原則禁止されています。
焼却が認められる例
・農業を営むために行われる焼却
・キャンプファイヤーや小規模なたき火など
※ただし、生活環境上支障を与え、苦情などのある場合は指導の対象となるため、　
　注意しましょう。

問い合わせ　
人吉下球磨消防組合中央消防署西分署　☎（32）0119　　
総務課　防災係　☎（32）1138
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。
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総
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課　
防
災
係　

☎(

３
２)

１
１
３
８

▲ 講演を行う中渡防災管理官

　２０２４年は極端な干ばつや豪雨、高温という異常気象に見舞われ、県内で農作物の収量にさまざま
な減収が生じました。私の田んぼや畑は、春の長雨にやられて 80% 以上減収。このような異常気象は単
発的ではなく、今後も頻度と強度が増加する可能性が十分にあります。
　農水省は、気候変動適応計画を平成 27 年に策定し、計画に「気候変動への適応対策は必要」と記し
ています。そこで、私が視察した農家が行った対策を紹介します。次の事例が皆さんの栽培のヒントに
なればうれしいです。

厨
ず し

子 圭
け い す け

介 さん

先進地における気象変動対策

地域おこし協力隊
通信

◀ マルチムギワイ
ドリーフレット

①通路に緑
りょくひ

肥を散布し、保水性と排水性を改善（山都町：サトイモ）
　干ばつ後のゲリラ豪雨でイモが割れ、収量が例年の半分以下になっ
た。しかし、通路に緑肥「マルチムギワイド」を播種することで、
根が地中深くに入り排水性や保水性を確保。例年通りの収穫量（３
t/10a）を維持した。
②自家製酢酸カルシウム散布で高温時の着果維持（八代市：トマト）
　8 月から 10 月の猛暑の影響で、トマト着果不良が生じ、収穫量が
減少。しかし、自家製の酢酸カルシウムを散布することで高温対策(気
孔の開閉を制御 ) ができ、ことしは過去最高収量に迫る勢い。

◀ 現代農業ウェブ
サイト

▲ 林野火災の様子
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お
知
ら
せ

　
予
約
制
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休

日
窓
口
を
行
い
ま
す
。申
請
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
て
お
り
、直
前
の
木
曜
日
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。受
け
取
り
の
際
は
、事

前
に
送
付
し
た
は
が
き
に
記
載
し
て
い
る
、

必
要
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期
日
　
３
月
30
日
㈰

時
間
　
午
前
9
時
～
正
午

場
所
　
役
場
2
階　
税
務
住
民
課

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課　
住
民
保
険
係

☎(

３
２)

１
１
１
３
　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

令和７年１月届け出分（敬称略）
▼お悔やみ申し上げます　
　氏名　　　　　年齢　   地区
   馬

ば ば
場　光

みつよし
義　　92 歳　 馬場

　犬
いんどう

童　タミエ　93 歳　 岳本
　鵜

うのくち
口　健

け ん ご
吾　　91 歳 　鵜口

　松
まつふね

舟　誠
せ い じ

二　　85 歳　 松舟
　藏

くらたに
谷　忠

ただのり
德　　85 歳　 蔵谷

戸籍の窓

生活関連
情報の窓口

人口・世帯の動き
（２月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,184 -4

人　口（人） 2,639 -8

男　性（人） 1,271 -6

女　性（人） 1,368 -2

高齢化率（％） 50.8

３月の納期

村税などの納期

〇 国民健康保険税 第 12 期
〇 後期高齢者医療保険料 
    第 12 期
〇 介護保険料 第 12 期

納期限 ３月 25 日㈫
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国
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康
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や
国
民
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、

選
挙
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を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課　
住
民
保
険
係

☎(

３
２)

１
１
１
３
　
　
　
　
　

高
沢・坂
口・沢
見・蔵
谷・横
井・大
槻
　

退
任
　
髙た

か
さ
わ沢

　
益ま

す
お雄

委
員

※
そ
の
他
の
地
区
委
員
は
留
任
で
す
。　

問
い
合
わ
せ
　
保
健
福
祉
課　
福
祉
係

☎(

３
２)

１
１
１
２
　
　
　
　
　

　
令
和
６
年
度
よ
り
、多
重
債
務
に
関
す
る

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。生
活
苦
に
よ
る

借
金
の
ほ
か
、投
資
や
副
業
に
必
要
な
資
金

調
達
の
た
め
、多
重
債
務
に
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
悩
ん
だ

時
は
、生
活
再
生
の
手
伝
い
を
す
る
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室
か
人
吉
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

☎
０
９
６(

２
４
３)

２
１
０
０

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎(

２
２)

２
１
１
１

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６(

３
８
３)

０
９
９
９

多
重
債
務
者
が
増
え
て
い
ま
す

　
校
外
生
活
の
決
ま
り
に
定
め
ら
れ
た
帰
宅

時
間
を
徹
底
し
、家
庭
や
地
域
で
の
見
守
り

活
動
の
促
進
を
図
り
、児
童
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
、児
童
に
よ
る
防
災
行

政
無
線（
上
期
）の
放
送
を
行
い
ま
す
。

放
送
日　
３
月
１
日
㈯
～
８
月
末
ま
で

放
送
時
間　
午
後
５
時
45
分

児
童
に
よ
る
防
災
行
政
無
線（
上
期
）を

放
送
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係

☎(

３
２)

１
１
１
７　
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相
　
談

災
害
復
興
住
宅
融
資
相
談

　
住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
被
災
し
た
住

宅
の
補
修
、
建
設
・
購
入
に
関
す
る
住
宅

ロ
ー
ン
や
高
齢
の
人
の
自
宅
再
建
な
ど
に
つ

い
て
、
事
前
予
約
制
に
よ
り
、
毎
週
月
曜
～

金
曜
日
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
は
、
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法
　

①
役
場
や
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
個
別
相
談

②
人
吉
市
役
所
で
の
来
所
相
談

問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
支
援
機
構（
予
約
連
絡
先
）

☎
０
９
６(

２
４
１)

６
１
８
０

心
配
ご
と
無
料
法
律
相
談
会

　
相
続
・
借
金
・
家
庭
問
題
な
ど
内
容
問
わ

ず
、
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
６
日
㈭

時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

場
所
　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

問
い
合
わ
せ

球
磨
村
役
場　
保
健
福
祉
課　

☎(

３
２)

１
１
１
２

募
　
集

　
皆
さ
ん
の
「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
15
歳
～
49
歳
ま
で
の
求
職
中
の
人

か
そ
の
ご
家
族

期
日
　
①
３
月
４
日
㈫
・
18
日
㈫

　
　
　
②
３
月
７
日
㈮
・
21
日
㈮

　
　
　
③
３
月
11
日
㈫

　
　
　
④
３
月
13
日
㈭

　
　
　
⑤
３
月
26
日
㈬　

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議
室

　
　
　
②
球
磨
地
域
振
興
局
会
議
棟
２
階
小

　
　
　
　
会
議
室

お
し
ご
と
出
張
相
談
会

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。
手

話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に
つ
け
、
社
会

生
活
な
ど
に
お
い
て
、
手
話
を
必
要
と
す
る

聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ
え
に
く
い
人
と
手
話

が
分
か
ら
な
い
聞
こ
え
る
人
と
の
意
思
疎
通

を
支
援
す
る
人
材
育
成
で
す
。

日
程
　

【
入
門
課
程
】（
全
20
回
）

４
月
９
日
㈬
～
８
月
20
日
㈬

【
基
礎
課
程
】（
全
25
回
）

９
月
10
日
㈬
～
令
和
８
年
３
月
18
日
㈬

時
間　
毎
週
水
曜
日　

　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
９
時（
２
時
間
）

会
場　
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

テ
キ
ス
ト
料　
８
，
５
９
０
円

受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を

有
し
、
実
際
に
手
話
通
訳
活
動
が
可
能
な
人

申
込
方
法
　
会
場
で
受
講
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間　
４
月
９
日
㈬
～
４
月
30
日
㈬

問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人　
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会　

☎
０
９
６(

３
８
３)

５
５
８
７

　毎月 25 日と月末の２回となっていた口座
振替日を、４月から 25 日に統一します。ご
理解とご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ　
税務住民課　税務係　☎ (32)1113

※土曜日、日曜日、祝日の場合は、翌営業日
になります。

４月から各種税や保険料などの
口座振替日を統一します

各種税・保険料
（村県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康
保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料）
３月まで末日　→　４月から25日に変更
各種利用料など

（水道使用料、土地貸付料、住宅使用料、保育料、
テレビ利用料、インターネット利用料）
４月からも25日　※変更なし

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
（
無
料
）

　
人
吉
・
球
磨
地
域
の
人
材
確
保
と
マ
ッ
チ

ン
グ
の
た
め
、
事
業
所
や
求
職
中
の
皆
さ
ん

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
就
労
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
）

対
象
者　
求
職
、
転
職
希
望
の
人
、
採
用
活

動
中
の
事
業
所
な
ど

開
所
日
時　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

３
月
出
張
相
談
会
日
程

①
３
月
12
日
㈬　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

②
３
月
19
日
㈬　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

③
３
月
21
日
㈮　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
４
時

④
３
月
27
日
㈭　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所

①
湯
前
町
役
場
相
談
室

②
あ
さ
ぎ
り
町
ポ
ッ
ポ
ー
館
２
階
和
洋
室

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議
室（
面
接
セ
ミ

　
ナ
ー
）

④
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

☎(

２
２)

０
５
５
５

　
　
　
③
人
吉
市
役
所
相
談
室

　
　
　
④
湯
前
町
役
場
相
談
室

　
　
　
⑤
あ
さ
ぎ
り
町
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

問
い
合
わ
せ

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ　

☎
０
９
６
５(

３
７)

８
７
３
９



問い合わせ　地域包括支援センター　☎（32）1112

認知症初期集中支援チームがあります

　認知症の疑いのある人や認知症の診断を受けている人を、早期に医療や介護サービスにつなぐために、サ
ポート医や社会福祉士などの専門職が訪問し、初期の支援を行うチームです。

村で介護サービスにかかった給付費
令和６年 12 月   ４，３１９万３，１８５円
前年の 12 月   　４，４９５万５，７１０円

（県国民健康保険団体連合会業務統計表より）

　認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるために、できる
限り早い段階で関わり、認知症やその家族の困りごと、心配ごとに寄り添い、介護負担軽減などの支援を行
います。

認知症初期集中支援とは？

認知症初期集中支援チームについて

◆支援の流れ

　在宅で生活をしている 40 歳以上の人で、認知症の疑いのある人、認知症の診断を受けている人で、次の
内容に当てはまる人が対象となります。
・医療や介護サービスを利用していない人
・サービスの利用を中断している人
・サービスを利用しているが、認知症の症状が重く対応に悩んでいる人

支援対象になる人

　「最近、もの忘れが増えてきた」、「認知症で生活に支障がでてきた」、「ささいなことでも怒りっぽく
なった」、「今後の介護の不安」など自分や家族の症状が気になるときは、球磨村地域包括支援センター
へご相談ください。

相談

球磨村地域包括支援
センターへ相談

現 状 確 認 の た め、
チーム員が本人や家
族から聞き
取りを実施

適切な医療サービスや
介護サービスを検討
し、支援方針を検討

会議で決まった方針
に基づいた支援の実施

ケアマネージャーなど
へ引き継ぎ、後方支援
に移行

訪問 チーム員会議の開催

支援の実施 関係機関へ引き継ぎ

広報くまむら　2025.3　20



ID：@715uerfd

日隠班健康づくり出前講座

　１月 23 日の健康づくり出前講座に５人で参加
し、鵜口人権教育指導員から SDGs（持続可能な
開発目標）について講話があり、17 の国際目標
について考えました。昔と今とで変わったことや、

日本と他の国とで違ってい
ることなどを話し、「住み続
けられるむらづくり」のた
め、ごみの分別方法に気を
つけていきたいと思います。

宮園班健康づくり出前講座

　２月 12 日の健康づくり出前講座に５人で参加
し、訪問看護のサービス内容や利用する時にかか
る費用、サポート体制などを学びました。
　今のうちからもしもの時に備えて、自分らしく

生きるために受けたい医
療やケアなどについて、
家族や周りの人と話し
合っておくことが必要だ
と思いました。

▲ 自分らしく生きるとは▲ 私たちにできること

認知症サポーター養成講座を開催しました

　１月 23 日、認知症サポーター養成講座をエスペラ
ンサ桜峯集会室で開催し、地域住民 12 人が参加しま
した。
　これは、認知症の人やその家族が安心して暮らし続
けることができる地域づくりを推進するため、地域の
なかで認知症の人や家族を支援する「認知症サポー
ター」を養成する取り組みです。講座では、認知症の
症状や本人・家族の気持ち、認知症の人への声掛けや
接し方などを学びました。参加した人は、対応の良い
例と悪い例を実際に考え、理解を深めました。

高齢者の介護や福祉、健康、医療などの相談や支援を行う総合相談窓口です。
LINE 公式アカウントでも、相談を受け付けています。

高齢者が住み慣れたむらで安心して暮らしていくために
「球磨村地域包括支援センター」があります
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＊球磨村公民館図書室＊

人
権
の
広
場

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会　
社
会
教
育
係
☎(

３
２)

１
１
１
７

ー 図書室案内 ー
　図書室は、清流館玄関に入っ
てすぐの左手にあります。ぜひ、
本を借りにお越しください。

公民館図書館

建設課

玄関

教
育
委
員
会

「
熊
本
県
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

問い合わせ　
教育委員会　社会教育係　

☎（32）1117

開館時間：午前９時～午後５時

　生物学の理解の基礎であるダーウィンの進化
論を小学生向けにやさしく紹介する絵本。かわ
いらしくも特徴をとらえたイラストは見ている
だけでも楽しめます。専門的な言葉には解説が
ついているため、初めて生物学に触れる人でも
分かりやすく、子どもだけでなく初めて生物を
学ぶ人の最初の１冊としてもおすすめです。

ダーウィンの「種の起源」はじめての進化論
／作・絵 サビーナ・ラデヴァ　訳 福岡伸一

　若きバッタ研究者が単身アフリカに渡り、悪
戦苦闘しながらも成長していく様を愉快な筆致
で書いた自叙伝。累計 25 万部以上を売り上げ
たベストセラーです。これを読んでもバッタ博
士にはなれませんが、アフリカの生活や若い博
士の波乱万丈な研究者生活、バッタに興味があ
る人におすすめの１冊です。

バッタを倒しにアフリカへ　　　　　　　　　　
／前野 ウルド 浩太郎

　

令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）

に
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、

部
落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
「
熊
本
県
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
で
も
県
の
出
先
機

関
に
同
和
地
区
の
所
在
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
り
、
施
設

で
の
同
僚
と
の
や
り
と
り
の
中
で

部
落
差
別
発
言
が
あ
っ
た
り
す
る

な
ど
、
県
内
で
も
差
別
事
象
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

県民及び事業者の責務（第 7 条）
　県民及び事業者は、この条例の精神を
尊重し、自ら啓発に努めるとともに、県
が実施する施策に協力する責務がありま
す。また、次のような行為をしてはなら
ないと定めています。
□同和地区の所在が書いてある図書や地
　図などを提供する行為
□同和地区かどうかを他人に教えたり、
　言い広めたりする行為
□結婚や就職に際し、特定の個人やその
　親族が同和地区に住んでいるか、住ん
　でいたかについて調査を依頼する行為
□その他、結婚や就職に際しての部落差
　別の発生につながる恐れのある行為

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴
史

の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的

差
別
に
よ
り
、
同
和
地
区
に
生
ま

れ
た
、
あ
る
い
は
住
ん
で
い
る
と

い
う
だ
け
で
、
根
拠
の
な
い
言
い

伝
え
や
偏
見
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
、
基
本
的
人
権
が
完
全
に
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
重
大
な
人

権
問
題
で
す
。

参
考
：
熊
本
県
環
境
生
活
部
県
民

生
活
局
人
権
同
和
政
策
課
広
報
紙

誤った情報や言い伝えに惑わされることなく、部落差別につい
て正しく理解するとともに、自らの問題として捉え、行動して
いくことが部落差別の解消につながります。
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☀陽だまり
A place where the sun hits 　球磨村地域子育て支援センター〝　陽だまり　〟

　　〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763 番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡保育園内）
　　☎ (33)0125　FAX(33)0173

☀陽だまりサロン

開設時間　
・月曜日～金曜日  （午前８時～午後５時）
・土曜日（午前８時～午後１時）  1 日㈯　りんごの木サークル

  2 日㈰　球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル（渡・こ）
  3 日㈪　ひな祭り・通報避難訓練・防火パレード（こ）
  5 日㈬　陽だまりサロン
  6 日㈭　お別れ会（渡）
10 日㈪　あいさつ運動（渡・こ）
12 日㈬　陽だまりサロン
15 日㈯　子ども・地域食堂（こ）
19 日㈬　陽だまりサロン
22 日㈯　卒園式（渡・こ）
26 日㈬　陽だまりサロン

　「陽だまり」では、子育て親子の交流の
場や相談、子育てに関する情報提供、講習
などを行っています。
　村内で家庭保育中の人やプレママの人が、
利用できます。楽しく語り、活動しましょう♪

【ホームページ】
http://www.kmbb.jp/watari/

※村内保育園行事
予定の一部も掲載
しています。都合
により変更する場
合があります。ご
了承ください。

３月行事予定 （渡） 渡保育園　（こ） こがね保育園

☆寝相・おすわりアート（節分）☆
　２月の節分に合わせて、可愛い鬼さんに変身してお写
真を撮りました♪お座りやうつ伏せ、お友達と…色々な
ポーズでお写真撮れました (^^ ♪
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☀赤ちゃんこんにちは☆
すくすく大きくなあれ♡

　主に、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせの
活動をしています。読み聞かせは、最初はドキド
キしますが、読んでいる時の子どもたちの表情や
反応を見ることができ、読み手も一緒になって楽
しめます♪
・入会したい！でも急に読むのはなぁ…
・読み聞かせを見学したい
・読んでみたい！！
・絵本が大好き♡
・子どもと関わってみたい
・定例会でおしゃべりしたい！！
など、入会するしないに関わらず、遊びにいらっ
しゃいませんか (*^^*) ？
　もちろん地域の人も大歓迎です。気軽にお問合
せください♪

★３月の読み聞かせ★
日程：３月１日㈯　時間：午前９時 30 分～
場所：渡保育園絵本館
　終了後に参加者で絵本についてやフリートーク
を楽しむ定例会があります (^^ ♪

りんごの木サークルに遊びに来ませんか？

　０才～２才ぐらいのお子さん連れの人やママさん一
人でも参加しています。子育ての話しや、暮らしに役
立つ話し、普段家にいると話し相手がいないからとに
かくしゃべりたい！など、参加者でいろいろな話しを
しながらゆったりと活動しています♪お昼には、弁当
を持参し、親子でランチタイムを楽しむ人もいらっ
しゃいます (^^ ♪気軽に遊びに来てください (*^-^*)
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球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
問
い
合
わ
せ 

☎（
３
２
）０
０
２
２

■ 寄せられた善意　
　【香典返し１月】
　ご遺族の方々に心より哀悼の意を表し故人のご冥福をお祈り申し上げます。
松
まつたに

谷 健
け ん じ

治 様（故 松
まつたに

谷 敬
けいさぶろう

三郎 様）　馬
ば ば

場 キヌ子 様（故 馬
ば ば

場 光
みつよし

義 様）
舟
ふ な と

戸 克
かつひろ

浩 様（故 舟
ふ な と

戸 政
ま さ き

喜 様）　   犬
いんどう

童 松
まつなが

長 様（故 犬
いんどう

童 タミエ 様）
松
まつふね

舟 絹
き ぬ え

枝 様（故 松
まつふね

舟 誠
せ い じ

二 様）     横
よ こ い

井 竹
たけよし

吉 様（故 鵜
うのくち

口 ミサ子 様）
田
た の

野 征
せ い こ

子 様（故 松
まつふね

舟 ヤエ子 様）
　皆さんのご厚意に深く感謝申し上げますとともに、地域福祉の推進のため大
切に使わせていただきます。

青年団だより

絵本の読み聞かせをしました♪

　１月 27 日、球磨清流学園北校舎で読み聞かせグループ「ち
びくま」が行った絵本の読み聞かせに、青年団から２人が
参加しました。青年団は、２・３年生を対象に初めて読み
聞かせを行いました。読み聞かせを通じて、子どもたちと
の交流を図ることができ、貴重な経験となりました。

球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
事
務
局

連
絡
会
職
員
研
修
会

　
令
和
６
年
12
月
、
多
良
木
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
人
吉
球
磨
地
域

に
あ
る
社
協
の
事
務
局
職
員
が
集

ま
り
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
に
N
P
O
法
人
バ
ル

ビ
ー
の
中
村
さ
ん
や
岳
中
さ
ん
を

招
き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
時
や
日
常
業
務

に
も
使
え
る
I
C
T
の
活
用
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

▲ 研修会の様子

▲ 心を込めて読み聞かせをしました

　３月２日㈯に開催され
る、第 28 回球磨村文化祭
＆生涯学習フェスティバル
でジュース販売を行いま
す！ぜひ、お越し
ください。

ジュース販売を行います

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
熊
本
県
共
同
募
金
会
球
磨
村
分
会
で

は
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
区
長
・
班
長
、

民
生
児
童
委
員
、
各
種
団
体
、
企
業
な

ど
の
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
募

金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
、
熊
本
県
共
同
募
金
会

へ
送
金
し
、
そ
の
後
社
会
福
祉
協
議
会

や
社
会
福
祉
施
設
へ
配
分
金
と
し
て
交

付
さ
れ
、
地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
福
祉
活
動
へ
の
助

成
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令和６年度共同募金実績額　
           　　　　          1,135,322 円

（内訳）戸別募金　　  　 465,500 円
　　　 街頭募金　　　   　48,333 円
  　　  法人募金　　　　   85,000 円
　　　 職域募金　　　    125,607 円
　　　 イベント募金　　   23,924 円
　　　 個人募金　　　　   71,392 円
　　　 その他の募金　　 315,566 円

せ
せ
ら
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

節
分

　

２
月
上
旬
、
せ
せ
ら
ぎ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
節
分
の
豆
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
鬼
に
ふ
ん
し
た
職
員
を
め
が

け
て
「
鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
」

の
掛
け
声
と
一
緒
に
、
豆
を
勢
い

よ
く
投
げ
て
い
ま
し
た
。▲ 鬼をめがけて豆まき
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【
短
歌
】

数
多
く　
あ
れ
も
こ
れ
も
と　
買
い
込
ん
で

　
　
　
　
　
　
両
手
に
持
ち
て　
休
憩
を
す
る

曇
天
で　
昨
日
も
今
日
も　
降
り
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
明
日
は
好
天　
願
う
我
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
井　
静
代

霜
の
朝　
タ
コ
足
大
根　
下
げ
た
ま
ま

　
　
　
　
忘
れ
て
い
た
ら　
つ
ら
ら
の
や
ふ
に

白
内
障　
九
十
二
才
で　
手
術
す
る

　
　

 　
「
頑
張
っ
て
ね
」
と　
ひ
孫
ら
タ
ッ
チ

手
術
後
に　
起
き
上
る
見
て　
ひ
孫
言
ふ

　
　
「
ゆ
っ
く
り
し
て
ね
。
わ
た
し
が
す
る
よ
」

寒
波
と
ふ　
暖
房
つ
け
て　
コ
タ
ツ
付
け

　
　
　
　
　
　
ひ
孫
ら
庭
で　
か
け
っ
こ
遊
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
可
津
子

節
分
に　
太
く
て
豪
華　
恵
方
ま
き

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
の
巻
す
し　
思
出
の
中

巻
す
し
は　
運
動
会
か　
正
月
に

　
　
　
　
　
か
ん
ぴ
ょ
う
・
で
ん
ぶ　
昭
和
味

誕
生
日　
娘
の
う
で
に　
つ
か
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
お
店
の
ハ
シ
ゴ　
卆
寿
の
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

雪
つ
も
り　
犬
は
猫
よ
り　
丸
く
な
り

　
　
　
　
　
山
は
し
ん
し
ん　
猿
・
鹿
い
づ
こ

い
ざ
行
か
ん　
３
年
間
を　
無
駄
に
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
心
静
か
に　
入
試
に
向
う

大
声
で　
春
よ
来
い
来
い　
歌
っ
て
た

　
　
　
春
代
さ
ん
は
今　
ど
う
し
て
い
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
﨑　
寿
一

【
川
柳
】

い
い
天
気　
猫
が
窓
ご
し　
日
向
ぼ
こ

い
つ
も
来
る　
茶
ト
ラ
の
野
良
は　
雨
や
す
み

ひ
さ
し
ぶ
り　
若
い
横
綱　
が
ん
ば
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋　
カ
ヅ
子

【
肥
後
狂
句
】

減
っ
た
な
あ　
物
価
値
上
り
追
い
つ
か
ん

う
っ
散
ら
か
し　
靴
は
き
れ
い
に
並
べ
と
け

温
暖
化　
立
春
過
ぎ
て
寒
波
来
る

馬
鹿
た
れ
が　
仕
事
仕
事
ち
倒
れ
る
ぞ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
飼
竜り

ん
ど
う胆

【
俳
句
】

誕
生
日　
七
草
粥
で　
祝
う
な
り

猫
柳　
銀
の
世
界
に　
染
り
け
り

老
木
の　
切
り
株
に
咲
く　
梅
一
輪

初
雪
を　
口
開
け
ひ
ろ
う　
お
に
ご
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
﨑　
寿
一

文芸の広場

毎
月
10
日
ま
で
に
復
興
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

村長Diary
◆
1
月
に
人
吉
球
磨
の
首
長
で
構
成
す
る
協
議
会
で
、

自
治
体
の
治
水
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
日
高
村
長
・
い
の
町
長
・
土
佐
市
長

か
ら
、
高
知
県
仁
淀
川
流
域
自
治
体
の
取
り
組
み
と
、

国
土
交
通
省
か
ら
被
災
の
状
況
や
治
水
対
策
の
効
果
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
◆
仁
淀
川
は
、「
仁
淀

ブ
ル
ー
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
有
数
の
清
流
で

す
が
、
中
流
域
か
ら
上
流
域
で
は
、
仁
淀
川
の
本
川

か
ら
離
れ
る
ほ
ど
地
盤
が
低
く
な
る
地
形
で
あ
る
た

め
、
台
風
や
大
雨
時
に
は
、
頻
繁
に
支
流
沿
い
の
平
地

で
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
対
策
と
し

て
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
河
川
の
途
中
か
ら
ト
ン
ネ
ル

に
よ
っ
て
下
流
に
放
流
す
る
放
水
路
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
か
つ
て
、
2
本
の
放
水
路
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
26
年
の
台
風
に
よ
り
甚
大
な
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
放
水
路
の
建
設
が
進

め
ら
れ
、
昨
年
、
直
径
７
㍍
、
全
長
5・3
㌖
の
放
水

路
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
放
水
路
の
効
果
に
よ
り
、

平
成
26
年
の
台
風
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
、

床
上
浸
水
被
害
は
ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
◆
今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
地
形
に
よ
っ
て
災

害
時
の
被
害
の
発
生
確
率
や
そ
の
大
き
さ
は
異
な
り
、

治
水
対
策
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
住

民
の
生
命
を
守
る
に
は
、
治
水
対
策
と
併
せ
て
、
早
め

の
避
難
や
備
蓄
、
地
域
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、

早
め
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
体
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
◆
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
、
早
め
の
避
難
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
、
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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年金相談会　　
問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123

場所 日程

人吉市役所１階相談室 ３日㈪・10 日㈪・17 日㈪・
24 日㈪・31 日㈪

錦町社会福祉協議会 ５日㈬・19 日㈬

多良木町役場
（町民相談室） 12 日㈬・26 日㈬

予約受付時間　
午前９時～午後５時（３日前までに要予約）

編
　
集
　
後
　
記

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
開
始
し

た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
健
康
教

室
の
取
材
。
こ
と
し
の
２
月
で
、

全
会
場
回
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ

ん
の
楽
し
そ
う
に
運
動
や
話
し
を

す
る
様
子
を
写
真
に
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。取
材
時
に「
待
っ

て
た
よ
」
と
声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
た
り
、
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
私
も
一
緒
に
楽
し
ま
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
元
気
に
、
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
Ａ
ｒ
ｉ
）　　
　
　
　
　
　

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますので、受診
　する人は事前に医療機関にご確認ください。

２日
㈰

外山胃腸病院 ☎（22）3221

人吉皮膚科医院 ☎（22）6211

人吉医療センター小児科 ☎（22）2191

９日
㈰

人吉リハビリテーション
病院 ☎（24）6111

ふかみ耳鼻咽頭科 ☎（24）1126

増田クリニック小児科 ☎（22）3570

16日
㈰

万江病院 ☎（22）2357

平井整形外科リハビリ
テーションクリニック ☎（24）8213

公立多良木病院小児科 ☎（42）2560

20日
㈭

光永医院 ☎（22）2366

あいこう皮ふ科クリニック ☎（22）8469

たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222

23日
㈰

堤病院附属九日町診療所 ☎（22）2251

みなみ眼科 ☎（22）6820

堤病院附属九日町診療所
小児科 ☎（22）2251

30日
㈰

みのだ内科循環器科 ☎（28）3111

三浦整形外科医院 ☎（22）3401

やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

こころの相談　
問い合わせ　
①人吉保健所　保健予防課　☎（22）3107
②保健福祉課　健康推進係　☎（32）1112

相談受 場　所 日程 相談時間

医師

多良木町多目的研修
センター中会議室 13 日㈭

午後２時～
午後３時

（要予約）人吉保健所（球磨
地域振興局２階） 28 日㈮

よけまん拡大版が開催されます！
　被災した地域住民の皆さんの交流を目的に、毎
月開催している「よけまん」をスケールアップし
た拡大版が開催されます。今回は、３月末で閉鎖
されるさくらドーム仮設団地のお別れイベントも
行われます。体験型のイベントや食事の提供もあ
り、どなたでも参加できます。ぜひ、お立ち寄り
ください。

日程　３月 20 日㈭・祝日　
時間　午前 10 時～午後２時
場所　さくらドーム
主催　球磨村地域支え合いセ
　　   ンター
問い合わせ　
球磨村地域支え合いセンター　☎ (34)6500
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３月 行事予定・やまびこ号運行表
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 1413 15

16 17 18 19 20 21 22

区長文書

区長文書
（広報くまむら発行）

おたっしゃ健診
午前９時～

（役場３階談話室）

マイナンバーカー
ド休日窓口
午前９時～正午

（役場２階）

※やまびこ号の帰りの便は、午後１時
にせせらぎを出発します。
※やまびこ号は、65 歳以上の人はど
なたでも無料でご利用できます。

午前９時
松舟・田代
午前９時 30 分
友尻・宮園・球磨
清流学園前・柳詰

庄本老人会・
親和会

渡西鶴亀会
午前９時
岡・ 浦 野・ 板 崎・
田頭
午前９時 40 分
馬場・中園

午前９時
日隠・黄檗・中津・
吐合・中屋・野々原・
橋詰

むつみ会
午前９時
内布・レストラン
石 水 跡・ 一 王 子・
エスペランサ桜峯・
地下・渡駅跡

ミドリ会

午前９時 15 分
大岩・日当・永椎・
四蔵・松野・上原・
木屋角
午前９時 25 分
神 一 区・ 神 二 区・
堤岩戸・和田・蔀

住吉川内クラブ・
上区寿会

午前９時 30 分
告・ 大 坂 間・ 淋・
池下

川岳
午前９時
横井
午前９時 20 分
高沢・蔵谷・沢見

清水川クラブ

23 24 25 26 27 28

春分の日

ふれあい応援団養
成講座①
午後１時 30 分～

（エスペランサ桜峯集会室）

球磨清流学園卒業式
午前９時開式

（球磨清流学園南校舎体
育館）

よけまん拡大版
午前 10 時～

（さくらドーム）

球磨村神瀬地区小
規模住宅地区改良
事業竣工式
午後２時開式

（神瀬久保鶴団地跡地）

29

30 31

ふれあい応援団養
成講座②
午後１時 30 分～

（村営住宅エスペランサ
桜峯集会室）

ふれあい応援団養
成講座③
午後１時 30 分～

（エスペランサ桜峯集会室）

球 磨 村 地 域 福 祉
フォーラム
午前９時 30 分～

（石の交流館やまなみ）

第 28 回球磨村文化
＆生涯学習フェス
ティバル
午前９時開会（球磨清
流学園北校舎体育館）
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第 28回
球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル

３ ２ ㈰日程

場所
球磨清流学園北校舎体育館

（旧一勝地小学校体育館）

午前９時 30 分～午後３時時間

（午前の部）
午前９時　　　　  開会
午前 10 時　　　　渡保育園・こがね保育園
午前 10 時 25 分　 英会話サークル
午前 10 時 40 分 　うたごえサークル
午前 11 時　　　　くまむら歴史の会

（午後の部）
午後１時　　　　  フラダンスサークル
午後１時 15 分　　特別出演　木村会
午後１時 40 分　　特別出演　あさぎり町和太鼓保存会
午後２時 15 分　　ひょっとこ踊り講座
午後２時 30 分　　お楽しみ抽選会
午後３時　　　　  閉会

主催　球磨村文化協会、教育委員会
問い合わせ　球磨村文化協会事務局（教育委員会内）☎ (32)1117

文化協会サークル文化協会サークル

生涯学習講座生涯学習講座

・写真　・陶芸　・山野草　

・華道　・絵画　・英会話　

・パッチワーク　・うたごえ　

・フラダンス

・くまむら歴史

・短歌

・ひょっとこ踊り

お越し
ください♪

写真サークル
陶芸サークル

山野草サークル

月 日

ステージ発表の部が
復活‼

プログラムプログラム


